
介護職の特定技能
【登録支援機関の現場から】



会社紹介

◆会社名

Baycess株式会社

◆所在地

神奈川県横浜市中区弁天通3-43-1

◆事業案内

保育園の運営・有料職業紹介・一般派遣・登録支援機関

◆認可番号

20登-005517

14-ユ-300810

派14-301854



特定技能対応可能な国

①ベトナム・・・・・・・・・・ベトナム語対応

②フィリピン・・・・・・・・・英語対応（タガログ語）

③カンボジア・・・・・・・・クメール語対応

④モンゴル ・・・・・・・・・モンゴル語対応

⑤インドネシア ・・・・・・英語対応（インドネシア語）



職種毎ご提案
①介護業
（VT・PH・ID）
②ビルクリーニング業
（VT・PH・CA）
③素形材産業
（VT・PH）
④産業機械製造業
（VT・PH）
⑤電気・電子情報関連産業
（VT・PH）
⑥建設業
（PH・IN）
⑦造船・船用業
（VT・PH・ID）

⑧自動車整備
（VT・PH・CM）
⑨航空業
（PH）
⑩宿泊業
（VT・PH）
⑪農業
（VT・PH・CM）
⑫漁業
（VT・PH）
⑬飲食料品製造業
（VT・PH・CA・MN・ID）
⑭外食業
（VT・PH）

国別略：VTベトナム PHフィリピン CAカンボジア MNモンゴル IDインドネシア

（ ）はおすすめ国



介護職の今後の人材不足

日本では高齢化社会が進み、「2025年問題」「2035年問題」
と国を主体として社会問題として盛んに提起されています。

2021年7月に厚生労働省が公表したデータによると2025年度に
は約32万人、2040年度には約69万人を追加で確保する必要が
あるとされました。

現状・・・

7割近くの介護施設が慢性的に職員の不足を感じており、その
うち実に9割が「採用が困難である」と答えている



高齢化の現状







外国人雇用を間違えると悪循環となる

 外国人雇用で失敗したケース

①外国人なら安く雇えると考える思考。

②外国人に対しての偏見や差別をしている施設。

③経営陣だけが外国人雇用に理解をしており、現場に浸透していない。

④外国人には雑用しかさせない。



どうすれば人材不足が解決するのか？

 外国人雇用で成功したケース

①特定技能は日本人と同一賃金であり、日本人雇用と差が無い。

（給料・賞与・昇級・手当等）

②外国人との相互理解が出来ている。

（コミュニケーションを取り、信頼関係を創る）

③外国人にもどんどん仕事を教えていく。

④外国人に選ばれる施設創りを行っている。



特定技能の制度が出来てまだ2年。日本人の大きな勘違いを

理解する。

決して外国人達が1番働きに行きたい国は日本では無い。

寧ろ日本は人気無い。

その為に、外国人に選ばれる国・選ばれる企業にならなくては

日本の将来はと確信しております。

特定技能・技能実習・EPAと外国人材を招聘するいくつか手

段はありますが、専門家としっかり創りあげていく必要がある。

習慣も文化も思考も違う外国人。雇用するのは簡単ではあり

ません。

まとめ



ご清聴有難うございました。


